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営繕積算システムRIBC2の主な変更点（Ver.6.20からVer.７.00） 
 

【内訳書作成システム/内訳書数量入力システム LITE/標準単価作成システム/単価登録システム】 

1. 操作マニュアル（冊子） 

１） どこの画面の説明をしているのかわかりやすいように、操作マニュアル（冊子）をカラー対

応しました。 

２） 一般的なパソコンの操作（例：「開く」「閉じる」等）や特定のユーザーでしか使用されない

機能等の説明を操作マニュアル（冊子）から削除しました。（操作マニュアル（冊子）から

削除した機能等の説明は、[ヘルプ]メニュー → [操作マニュアル]の操作マニュアル

（PDF）等で確認いただけます。） 

 

2. ライセンス認証・解除 

従来からの手続きに加えて、下記の３つの手続きを追加しました。 

ａ） インターネットブラウザーによる手続き 

RIBC2 を利用するパソコンがインターネットに接続可能な場合は、インターネットブラウザ

ーから、認証手続きを行うことができます。 

     
ｂ） QR コードによる認証手続き 

スマートフォン等の QR コード読取アプリで QR コードを読み取り、認証手続きを行うことが

できます。 

     

ｃ） 別パソコンによる手続き 

RIBC2 を利用するパソコンがインターネットに接続出来ない場合は、インターネットに接続

可能な別パソコンのインターネットブラウザーから、認証手続きを行うことができます。 
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【内訳書数量入力システム LITE】 

3. 内訳書数量入力システム LITE で共通費の算定が可能に 

内訳書数量入力システム LITEで共通費の算定ができるようになりました。 

Ver.7.00 Ver.6.20 

  

 
 

 

【内訳書作成システム／内訳書数量入力システム LITE】 

4. 『公共建築工事内訳書標準書式（平成 30 年版）』建築工事編 及び 設備

工事編に対応 

１） 公共建築工事内訳書標準書式（平成 30年版）の科目別、中科目別、別紙明細書に対応 

 

 

２） 「鉄筋スクラップ控除で単位の「▲」を削除する」に対応 

Ver.7.00 Ver.6.20 
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5. 見積比較ファイルの平均値を採用する場合と細目別内訳書及び別紙明細

書等に計上する単価の端数処理 

（注：[Ver.6互換]の見積比較ファイル及び内訳書ファイルでは利用できません。） 

『公共建築工事積算基準等資料（平成 30 年版）国土交通省』の「第４ 編、第１章、１ 単価

及び価格に関する数値の取り扱い」に対応しました。 

１） 物価資料の掲載価格の平均値を採用する場合 

 

『公共建築工事積算基準等資料（平成 30 年版）』より 

 
 

２） 細目別内訳書及び別紙明細書等に計上する単価の端数処理 

   

『公共建築工事積算基準等資料（平成 30 年版）』より 
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6. 共通費算定に関する数値の取り扱い（「文部科学省」版に対応） 

（注：[Ver.6互換]の内訳書ファイルでは利用できません。） 

共通費基準の率により算定した金額の一円未満の端数処理を「切捨て（初期値）」と「四捨

五入」の選択ができるようになりました。 

 

 

公共建築工事積算基準等資料【国土交通省】（初期値） 

 
 

公共建築工事積算基準等資料【文部科学省】 
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7. 用語の見直し 

『公共建築工事積算基準』や『公共建築工事積算基準等資料』等の積算基準類に合わせ

て、用語を見直しました。 

例１：共通費情報 → 共通費基準 

 

『公共建築工事積算基準の解説』より 

例２：原設計 → 当初設計 

 

『公共建築工事積算基準等資料』より 

例３：共通費分割設定 → 共通仮設費の区分 

 
『公共建築工事積算基準等資料』より 

例４：共通費細目別（積上げ） → 共通仮設費明細書･現場管理費明細書･一般管理費等明細書 

例５：共通費別紙明細（積上げ） → 共通費別紙明細書 

 

『公共建築工事積算基準の解説』より 
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8. メニュー標記の見直し 

機能がイメージしやすいメニュー標記に見直しました。 

Ver.7.00 Ver.6.20 
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9. 公共住宅事業者等連絡協議会の HP（資料閲覧）2017.9.14『公共住宅屋外

整備工事積算基準の廃止に向けた対応について』に対応 

 

 

「共通仮設費の区分」に、その他工事（共通仮設費率を１％、現場管理費率を２％）の設定を追

加しました。 

Ver.7.00 Ver.6.20 
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10. 公共住宅歩掛りデータの「標準歩掛り（住標）」と「市場単価（住市）」 

単価表から単価を選択する時に、公共住宅の単価と公共建築の単価を見分けやすいように、

ツリーの名称の色を、公共住宅の「標準歩掛り（「住標」）」と「市場単価（「住市」）」の場合は、

「青字」で表示するようにしました。 

 

  【行挿入（単価表）】 

 
 

 

さらに、細目別内訳書・別紙明細書等に登録された後でも見分けられるように、備考欄の単

価コードを「青字」で表示するようにしました。 

 

  【細目別内訳書】 
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11. 内訳書数量データ交換書式 

１）内訳書数量データ交換書式の読み込み機能を[データ]メニューに移動しました。 

Ver.7.00 Ver.6.20 

 

 

 
 

２）数量が空欄の場合は、「コメント行」として読み込むことができるようになりました。 

   

 

３）「営繕工事」と「住宅工事」の設定ができるようになりました。 

   

 

４）工事種別の区分の設定ができるようになりました。 
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12. 単価表行の単価名称を編集した時の処理 

単価表行の単価名称を編集した時の処理の[プロパティ]→[編集]の設定を削除して、編集

後は常に選択するように変更しました。 

Ver.7.00 Ver.6.20 

  

   

 （例：「φ350〜600」を「φ400」に書き換える） 

   

   

 見積り行に置き換えて、単価表との関連付けを切る 

  

 単価名称のみ編集して単価表との関連付けは切らない 

  

 代価表行に置き換えて、編集前の単価表行を代価表の単価構成内容に移動する 
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【標準単価作成システム/単価登録システム】 

13. 「公表単価表」の墨塗り印刷（Ver.6.30に先行搭載。） 

物価資料の掲載価格及び掲載価格を用いて算定された単価を自動的に墨塗りする。 

または、指定した単価を墨塗りする、「公表単価表」の墨塗り印刷機能を追加しました。 

 
 

【単価表の墨塗りイメージ】 
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14. 一次単価リストの墨塗り印刷（Ver.6.30に先行搭載。） 

刊行物単価を「マスク処理する」から「墨塗りする」に変更しました。 

Ver.7.00 Ver.6.10 

  

 

【一次単価リストの墨塗りイメージ】 

 

 

 

15. ウインドウを最小化した時のアイコン表示（Ver.6.30に先行搭載。） 

一次単価ファイル、「その他」の率ファイル、歩掛りファイル、標準単価ファイル等の複数のフ

ァイルが開かれている時に、ウインドウを最小化した場合、どのファイルなのか見分けがつかな

かったので、ファイルのアイコンを表示して見分けがつくようにしました。 

Ver.7.00 

 

Ver.6.10 
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16. 『公共建築工事積算基準等資料（平成 30 年版）国土交通省』の「第４ 編、

第１章、１ 単価及び価格に関する数値の取り扱い」に対応 

１） 一次単価の端数処理 

『公共建築工事積算基準等資料』に準じて初期値を変更しました。 

 

『公共建築工事積算基準等資料（平成 30 年版）』より 

 

Ver.7.00 Ver.6.10 

  

 

２） 標準単価の端数処理 

『公共建築工事積算基準等資料』に準じて、「一次単価」を細目別内訳書及び別紙明

細書に計上する場合の端数処理の設定を追加しました。 

   

『公共建築工事積算基準等資料（平成 30 年版）』より 
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17. ファイルの形式の変更（標準単価／歩掛り／一次単価／「その他」の率／補

正率／計算条件／名称／見積比較／他） 

これまで、RIBC2で採用している Microsoft SQL Server Compact （データベースエンジン）

が、Windows10からサポート外 になったことを受けて、標準単価ファイル、歩掛りファイル、一次

単価ファイル、「その他」の率ファイル、補正率ファイル、計算条件ファイル、名称ファイル、見積

比較ファイルのファイル形式を SQL Server Compact に依存しない形式に変更しました。 

併せて、ファイルのアイコンと拡張子を変更しました。 

  ファイル Ver.7形式 Ver.1-6形式 ファイル互換  

標準単価 

  
⇆   

歩掛り 

  
⇆   

一次単価 

  
⇆   

「その他」の率 

  
⇆   

補正率 

  
⇆   

計算条件 

  
⇆   

名称 

  
⇆   

見積比較 

  
←   

注 1：平成 30 年 4 月中旬に提供予定の、「平成 30 年版の共通歩掛りデータ」は、新しいファイ

ル形式での提供となります。 

注 2：Ver.7.00以前の RIBC2で作成したファイルを「上書き保存」する際、下記の確認画面が表

示されるので、速やかに新しい形式に保存し直してください。 

   


